
女子美院　インタラクティブ空間演習 第 7回 ( 2020-6-24 )
 テーマ　「なぜ論文を精読するか？ 論文から何を読もうとするべきか？ ～  研究計画書の枠組みを手掛かりとして」

担当：石井拓洋

● 1. 「研究の背景」

● 2. 「研究上の問い」

● 3. 「先行研究の批判的検討」　  ( 本章で渡辺はこの項目について明確に言及していない。しかし、批判的検討が少し読み取れる ) 

● 4. 「研究方法」

● 5. 「研究目的」

● 6. 「研究の意義」

演習課題１ ： 「 渡辺論文 第 1章の精読のための課題」 
　　　　　 　 渡辺裕 「音楽における意図と意味」 の 第 1章「はじめに」をあらためて読み、
　　　  　　　以下 1～6 の項目に示した「研究計画書の枠組み」を手掛かりとして、 各項目毎に、渡辺は何を論じているかを
　　　　     　まとめてください ( 時間 30 分程度。  11 時 30 分になったら、発表のために、必ずmeet を再接続してください  )。

  上記 6項目の「研究計画書の枠組み」の内容詳細は以下のスライド PDFの最後のページを再度参照してください。
 「創作系美大院生が研究計画書を書くために 1 」2020 年度女子美院「インタラクティブ空間演習」 授業資料Webページ。
　http://www.iiitak.com/ma2020/


